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改革推進項目の実績 

 

第１章  市民サービスの向上  

 

(１ )  市 民ニーズに対応したサービスの向上  

 ○ 手 話 通 訳 者 通 年設 置 ・ 派遣 要 請 に対 応 し た。  

 ○ 防 災 ・防 犯 メ ール 配 信 事業 を 引 き続 き 実 施し た 。  

防 災 行 政 無線 情 報 フリ ー ダ イヤ ル を 引き 続 き 実施 し た 。  

（年度末） H27 H28  H29 H30 

登 録 者 数  6 ,084人  6 ,253人  4 ,719人  5 ,010人  

メ ー ル 配 信 回 数  163回  247回  287回  330回  

フ リ ー ダ イ ヤ ル

利 用 回 数  
1 ,258回  1 ,341回  2 ,172回  1 ,753回  

 ○ 「 市 長へ の 手 紙」 「 市 政へ の ご 意見 ・ ご 提案 」 を 引き 続 き 実施 し た 。  

 H27  H28 H29  H30 

受 付 件 数  45件  41件  31件  59件  

  ○ こ ども 館 に ファ ミ リ ーサ ポ ー トセ ン タ ーの 拠 点 を移 し ，直 営に よ り実

施し た 。 （ H29）  

（ 年 度 末 ）  H27 H28 H29 H30 

実 施 主 体  富里 市 社 会

福祉 協 議 会  

富 里 市 社 会

福祉 協 議 会  
こ ど も 館  こ ど も 館  

委 託 ・ 直 営 の 別  委託  委 託  直 営  直 営  

会 員 数  204人  138人  152人  151人  

利 用 数  485件  489件  522件  513件  

 ○ 外 国 人の 利 便 性向 上 を 図る た め ，中 国 語 (繁 体 )， タ イ 語 の 二 言語 を 追

加し た 。 （ H29）  

 ○ 平 成 29年 10月 か ら 市 ホ ーム ペ ー ジで 「 富 里北 部 コ ミュ ニ テ ィセ ン タ

ー」，「中 部 ふ れあ いセ ン タ ー」，「市 営運 動 場」，「 社会 体育 館 」，

「中 央 公 民館 」 ， 「農 林 業 セン タ ー 」 の 施 設 予約 状 況 を公 開 し た。  

（ H29）  
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 (２ )  情 報提供の推進  

 ○ 外 国 人 支 援 窓 口 を 引 き 続き 設 置 し た 。  

 H27  H28  H29 H30 

外 国 人 支 援 窓 口  

相 談 件 数  
９ 件  30件  20件  23件  

○ 財 政 白 書を 作 成 し， ホ ー ムペ ー ジ で 引 き 続 き公 表 し た。  

○ 地 震 が 発生 し た 際の 揺 れ やす さ 等 に関 す る 情報 を わ かり や す く提 供 し  

万 が 一 の 場合 の 備 えに 役 立 てて い た だく た め に ，富里 市防 災 マ ップ を

引き 続 き 配付 し た 。  

○ 最 新 版 とな る 平 成 29年 度 版『 と み さと 子 育 て応 援 ブ ック 』の発 行 に 当

たり ， 詳 しい 地 図 を掲 載 す るな ど 全 面的 に 掲 載内 容 の 見直 し を 行っ た 。

（ H29）  

○ 協 働 に 関す る 活 動内 容 を 報告 書 と して 発 行 し， 市 政 協力 員 回 覧な ど で

情報 を 引 き続 き 提 供し た 。  

○ 市 民 活 動総 合 補 償制 度 に つい て ， 内容 や 手 続き に つ いて ま と めた パ ン

フレ ッ ト を引 き 続 き発 行 し た。  

○ 協 働 を 進め る 上 での 情 報 を掲 載 し た「 市 民 協働 ハ ン ドブ ッ ク 」を 作 成

した 。 （ H27）  

○ 協 働 の まち づ く りの 拠 点 であ る 市 民活 動 サ ポー ト セ ンタ ー に つい て

取り ま と めた 記 念 誌や 使 用 の手 引 き ，パ ン フ レッ ト ， ニュ ー ス レタ ー

を発 行 し た。 （ H27～ ）  

 ま た ， ニュ ー ス レタ ー を カラ ー 刷 りに し て ，見 や す さ等 情 報 提供 の 幅

を広 げ た 。（ H29）  

○ 指 定 管 理者 が 作 成し た こ ども 館 の ホー ム ペ ージ が 公 開さ れ ，ツ イ ッ タ

ーを 利 用 した 情 報 提供 も 実 施し た 。 （ H28）  

○ 市 ホ ー ムペ ー ジ に審 議 会 の一 覧 と 各月 の 会 議開 催 情 報を 掲 載 し， 各 会

議の 掲 載 ペー ジ が ある も の につ い て 探し や す いよ う 掲 載し た 。  

（ H28～ ）  

○ 富 里 市 防災 マ ッ プを 地 域 の防 災 訓 練時 等 に 配布 し ， 住民 が と るべ き 行

動， 避 難 所等 の 情 報を 周 知 した 。 （ H29）  

 
 
 (３ )  行 政評価の推進  

 ○ 第 三 次 実 施 計 画（ 平 成 ２８ ～ ３ ０年 度 ） の策 定 に 当た り ， 平成 ２ ８ 年

度か ら の 後期 基 本 計画 策 定 に合 わ せ 試行 し て きた 「 事 務事 業 評 価 」 を

一定 の 基 準， 指 標 をも っ て， 妥 当 性 や達 成 度 及び 成 果 を判 定 す る行 政

評価 と 位 置付 け 実 施し た 。 （ H27）  
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 ○ 事 務 事業 評 価 を実 施 す ると と も に ，第三 次 実 施計 画に 掲 げ る事 務 事 業

につ い て ，社 会経 済情 勢 の 変化 や 新 たな 行 政 需要 に 対 応さ せ る 見直 し

を行 っ た 。な お ， 評価 結 果 の予 算 編 成へ の 反 映に つ い ては ， 第 四次 実

施計 画 （ 平成 30～ 32年 度 ） の 策 定に おい て 検 討を 行 う もの と し た。

（ H28）  

 ○ 事 務 事業 評 価 を実 施 す る中 で ， 住民 サ ー ビス を 考 慮し つ つ， 身 の 丈 に

合っ た 取 り組 み を 実施 す る ため ， 評 価結 果 に 基づ き ， 事業 の 優 先度 を

見極 め ，必 要 不可 欠な 経 費 を要 求 の 限度 と す る第 四 次 実施 計 画 を策 定

した 。 （ H29）  

 〇 昨 年 度か ら の 策定 に 係 る方 針 を 踏ま え ， 身 の 丈に 合っ た 取 り組 み を 実

施す る た め， 毎 年 度， 改 訂 を行 う ロ ーリ ン グ 方式 を 採 用し ， 改 訂版 を

策定 し た。（ Ｈ 30）  

 

(４ )  電 子市役所の推進  

 ○ 仮 想 化 技 術 を 用い て イ ンタ ー ネ ット を 閲 覧で き る よう に し ，イ ンタ ー

ネッ ト 環 境を 分 離 した 。 （ H27）  

 ○ 庁 内 のネ ッ ト ワー ク を 3系 統 (個 人 番 号 利 用事 務 系 ， LGWAN接 続 系，

イン タ ー ネッ ト 接 続系 )に 分 離 し ，端 末か ら デ ータ の 持 ち出 し 不 可対 策

や二 要 素 認証 の 導 入を 行 っ た。 （ H28）  

 

第２章  市民との協働の推進  

 

(１ )  市 民協働のシステムづくり   

 ○ 協 働 の ま ち づ くり 推 進 計画 の 見 直し を す るた め ，アド バ イ ザー と し て

千葉 大 学 法経 学 部 関谷 昇 教 授を お 招 きし ，年 ７ 回 会議 を 実施 。平 成 28

年 3月 に 後期 実 行 計 画を 策 定 した 。 （ H27）  

 ○ 「 協 働 の ま ち づく り 推 進計 画 」 で は ５ か 年の 年 次 計画 を 定 め実 施 す る

こと と し てお り ， 下記 の 事 業に つ い て実 施 及 び検 討 し た。 （ H27～ ） 

【 平 成 27年 度 】  

・ 活 動 支 援ア ド バ イザ ー の 設置 及 び 派遣  

・ リ ー ダ ー育 成 講 習会  

を 実 施 し ，  

・ （ 仮 称 ）市 民 活 動支 援 基 金の 創 設  

等 の ２ ９ 事業 に つ いて 検 討 した 。  

【 平 成 28年 度 】  
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・ （ 仮 称 ）地 域 活 動ポ イ ン トの 検 討  

・ 活 動 事 例の 紹 介  

・ 市 民 活 動団 体 な どに よ る 講座 の 検 討  

・ 協 働 の まち づ く りモ デ ル 事業 の 実 施  

等 の ３ ０ 事業 に つ いて 研 究 や検 討 し た。  

【 平 成 29年 度 】  

・ 市 民 活 動支 援 補 助金 の 充 実  

・ 市 民 活 動支 援 基 金の 検 討  

・ 地 域 づ くり 協 議 会な ど の 地域 ネ ッ トワ ー ク の促 進  

等 の ３ ０ 事業 に つ いて 研 究 ，検 討 す ると と も に， 見 直 しを 行 っ た 。  

【 平 成 30年 度 】  

・ 市 民 活 動 サ ポー トセ ン タ ー機 能 の 充実 に つ いて 利 用 者ア ン ケ ート の

実施 等 の ３０ 事 業 につ い て 実施 し た 。  

 

(２ )  協 働事業の推進  

 ○ 区 ・ 自 治 会 支 援 を 引 き 続き 実 施 した 。  

  ・ (一 財 )自 治 総 合セ ン タ ーが 実 施 する 一 般 コミ ュ ニ ティ 助 成 事業 を 活

用し ， コ ミュ ニ テ ィ活 動 に 必要 な 備 品購 入 に 対す る 支 援 を し た 。  

・ 活 動 拠点 と な る 集会 所 の 修繕 等 の 支援 ， 防犯 対 策 と して 防 犯 灯の 設

置等 の 支 援 を し た 。  

・ 地 域 の 課題 解 決 に自 ら 取 り組 ん で いる 市 民 活動 団 体 ・区 ・ 自治 会 に

対し て の 支援 ・ 助 言 を し た 。  

 ○ 市 民 が自 主 的 ，自 発 的に 行 う 市 民活 動 を 支援 す る こと に よ り， ま ち づ

くり の 担 い手 を 数 多く 創 出 して ，協 働に よ り 住み よ い 地域 社 会 を豊 か

に展 開 し てい く こ とを 目 的 とし た ，市民 活 動 支援 補 助 金制 度 の 内容 を

見直 し し ，第 1次 ・ 第 2次 募 集を 実 施 し た。  

(補 助 金 額 )  H27  H28 H29 H30 

キ ッ ク オ フ  

部 門  

２件  

100,000 円  

2 件  

93,000 円  

2 件  

90,512 円  

―  

―  

チ ャ レ ン ジ  

部 門  

4 件  

437,000 円  

8 件  

796,000 円  

6 件  

738,000 円  

6 件  

613,000 円  

ス テ ッ プ ア

ッ プ 部 門  

―  

―  

―  

―  

―  

―  

―  

―  

コ ラ ボ  

部 門  

1 件  

140,000 円  

1 件  

28,000 円  

―  

―  

―  

―  

合 計  
7 件  

677,000 円  

11 件  

917,000 円  

8 件  

828,512 円  

6 件  

613,000 円  
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○ ア ダ プ トプ ロ グ ラム 登 録 団体 等 に 対し ， 物 品の 支 給 等を 行 い ，活 動 を

支援 し た 。ま た ， 新規 登 録 の募 集 を 引き 続 き 行っ た 。  

 H27  H28  H29 H30 

登 録 数 （ 件 ） 

（団体・個人） 
77件 76件 72件 72件 

登 録  

ボランティア数 
1,105名 1,222名 1,576名 1,548名 

延 べ 総 距 離  123,060ｍ 125,370ｍ 111,480ｍ 111,480ｍ 

 ○ 自 治 会等 が 実 施す る 道 路管 理 作 業に 対 し ，用具 の 貸 出し ，草 等 の回 収，

側溝 等 の 汚泥 回 収 を 引 き 続 き行 っ た 。  

 H27  H28  H29 H30  

用 具 の 貸 出 し  1件  3件  2件  8件  

草 等 の 回 収  16件  9件  10件  9件  

側 溝 等 の 汚 泥 回 収  60件  27件  36件  14件  

 ○ 公 園 内に お け る除 草 及 び清 掃 等 の日 常 管 理を 協 定 締結 に よ る住 民 参

加に よ り 引き 続 き 行っ た 。  

 H27  H28 H29 H30 

管 理 協 定  

締 結 数  

48団 体  

74公 園  

48団 体  

74公 園  

50団 体  

73公 園  

49団 体  

71公 園  

 

 (３ )  市 民参画のまちづくり  

 ○ パ ブ リ ッ ク コ メン ト を 引き 続 き 実施 し た 。  

 H27  H28 H29 H30 

実 施 案 件  13件  7件  10件  8件  

意 見 件 数  43件  11件  36件  12件  

  ま た ， 市 民 へ の制 度 周 知等 を 踏 まえ ， 閲覧 場 所 及 び意 見 提 出場 所 に つ

いて ， 市 民活 動 サ ポー ト セ ンタ ー を 新た に 加 えた 。 （ H29）  

 ・ 旧 岩 崎 家 末 廣 別邸 の 保 存活 用 を 図る に あ たり ， 旧 岩崎 家 末 廣別 邸 保 存

活用 基 本 構想 （ 案 ）の パ ブ リッ ク コ メン ト を 実施 し た 。（ H27）  

 ・ 富 里 市人 口 ビ ジョ ン 及 び富 里 市 まち ・ ひ と・ し ご と創 生 総 合戦 略 を 策

定す る に 当た り ， 富里 市 ま ち・ ひ と ・し ご と 有識 者 懇 談会 を 開 催す る

とと も に ，パ ブ リ ック コ メ ント を 実 施し た 。 （ H27）  

 ・ 「 （ 仮 称 ） 旧 岩崎 家 ゆ かり の 地 広域 文 化 観光 協 議 会」 設 置 に向 け ， 実

現性 の あ る連 携 事 業を 見 出 すた め の「 旧 岩崎 家 ゆ かり の地 広 域 文化 観

光構 想 （ 案） 」 の パブ リ ッ クコ メ ン トを 実 施 した 。 （ H28）  
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・平 成 27年 に 策 定 した「 富 里 市 まち・ひと・し ご と 創生 総合 戦 略 」の 改

訂案 の 富 里市 ま ち ・ひ と ・ しご と 創 生総 合 戦 略改 定 （ 案） の パ ブリ ッ

クコ メ ン トを 実 施 した 。 （ H28）  

 ・観 光 に か かる 実 行計 画（ ア ク ショ ン プラ ン ）の 策 定に 向 け ，「（ 仮 称）

観光 振 興 アク シ ョ ンプ ラ ン（ 案）」の パブ リ ッ クコ メ ン トを 実 施 した 。

（ H29）  

・ 平 成 27年 8月 に 成立 し た「 女 性活 躍推 進 法 」を 踏ま えた ， 富 里 市 男女

共同 参 画 計画 （ 第 2次 ） 改 訂 版（ 案 ） のパ ブ リ ック コ メ ント を 実 施し

た。 （ H29）         

・ 地 震 災 害， 風 水 害， 大 規 模事 故 災 害等 に 対 して 総 合 的な 対 策 を定 め た

計画 の 策 定に 向 け ，富 里 市 地域 防 災 計画 （ 案 ）の パ ブ リッ ク コ メン ト

を実 施 し た。 （ H30）  

・ 空 家 等の 適 正 な 管理 及 び 活用 に 向 けた 対 策 を総 合 的 に実 施 す るこ と を

定め 計 画 の策 定 に 向け た ， 富里 市 空 家等 対 策 計画 （ 案 ）の パ ブ リッ ク

コメ ン ト を実 施 し た。 （ H30）  

※ パ ブ リ ック コ メ ント 抜 粋  

 

○ 公 募 委 員の 状 況 を調 査 し ，規 則 ・ 指針 に 基 づい て ， 審議 会 等 で積 極 的

に公 募 を 行う よ う 引き 続 き 各課 に 促 した 。  

 H27  H28 H29 H30 

機 関 数  12機 関  11機 関  14機 関  15機 関  

委 員 数  36名  30名  36名  54名  

○ 直 接 的 な広 聴 の 機会 と し て， 市 民 の市 政 に 対す る 幅 広い 意 見 を徴 し て，

市の 政 策 に反 映 さ せる 「 ま ちづ く り ふれ あ い ミー テ ィ ング 」 を 引き 続

き実 施 し た。  

 H27  H28 H29 H30 

実 施 回 数  ２ 回  ２ 回  ２ 回  1回  

参 加 者  45名  47名  20名  3名  

 ※ Ｈ 30年 度  第 2回 （ Ｈ 31 .2 .9開 催 予 定 ） は 降雪 の た め中 止  

○ 協 働 に つい て 情 報提 供 ， 協働 を 学 び話 し 合 う場 と し て， 「 地域 フ ォ ー

ラム 」 ， 「協 働 の まち づ く り講 座 」 ，「 と み さと 協 働 塾」 ま た ，市 民

活動 団 体 が発 表 す る場 と し て「 市 民 活動 フ ェ スタ 」 を 引き 続 き 開催 し

た。  
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第３章  財政基盤の確立  

 

 (１ )  市 税等徴収率の向上  

 ○ 市 税 負 担 に お ける 公 平 性確 保 ， 税の 適 正 な確 保 の ため ， 納税 の 意 思 が

確認 で き ない 人 に 対し て 財 産の 調 査 ・差 押 を行 い ，債 権取 立 及 び公 売

等換 価 処 分を 引 き 続き 行 っ た。  

 ○ 休 日 納 付 相 談 窓 口 の 開 設 や 口 座 振 替 ， コ ン ビ ニ ， マ ル チ ペ イ メ ン ト ，

クレ ジ ッ トカ ー ド（ 市県 民 税（普 通 徴 収 ），固 定 資産 税 ，軽 自動 車 税 ，

国民 健 康 保険 税 ） によ る 納 付方 法 を 周知 し ， 自主 納 付 ，納 期 内 納付 を

引き 続 き 推進 し た 。  

○ 給 付 制 限 を 引 き 続き 実 施 した 。 （ 介護 保 険 料）  

○ 給 食 申 込制 の 実 施や 法 的 措置 （ 支 払督 促 ） を 引 き 続 き実 施 し た。  

○ 給 食 費 の 児 童 手 当か ら の 徴収 を 引 き続 き 実 施し た 。  

 H27  H28  H29 H30 

市 税  96 .81％  97 .74％  98 .11％  98 .47％  

国民健康保険税 83 .82％  86 .24％  89 .40％  90 .69％  

保 育 料  98 .23％  98 .81％  98 .68％  98 .36％  

介 護 保 険 料  97 .20％  97 .26％  97 .41％  97 .94％  

給 食 費  98 .30％  98 .37％  98 .89％  98 .83％  

 

 (２ )  企 業誘致の推進  

 ○ 企 業 誘 致 活 動 の実 施  

・ 平 成 27年 度 に立 地率 が １ ００ ％ と なっ た ， 富里 第 二 工業 団 地 に進

出し て い る企 業 の 動向 を 迅 速に 把 握 し，立 地率 100％ を 継続 さ せ る。 

 

(３ )  使 用料・手数料の適正化  

 ○ 歳 入 確 保 の た め， 当 初 予算 編 成 時に ， 各 課に お い て検 討 ・ 見直 し を 引

き続 き 実 施し た 。  

  

(４ )  公 有財産の運用・管理  

 ○ 市 有 地 の 有 償 貸付 に よ る財 源 確 保 を 引 き 続き 実 施 した 。  

 H27  H28  H29 H30 

箇 所 数  9 か 所  9 か 所  11 か 所  10 か 所  

金 額  5,535,411円  5,948,572 円  6,016,678 円 6,015,487 円 
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 ○ 公 共 施設 の 管 理経 費 の 節減  

  コ ミ ュ ニ テ ィ セン タ ー ,本 庁 舎 等 ,消 防 庁 舎 ,各 小 中 学 校及 び 幼 稚園 ,  

葉 山 こ ど も園 ,向 台 こ ど も 園 ,中 央 公 民 館 ,社 会 体 育 館 ,水 道 事 業 所  

      

 H27  H28 H29 H30 

電 気  101,929,462 92,112,822 81,863,706 84,592,361 

ガス  4,540,823 5,228,849 6,122,632 6,025,518 

上下水道 28,661,585 23,174,847 23,660,041 25,526,092 

燃料  8,953,782 8,560,175 9,417,231 11,396,128 

合計  144,085,652 129,076,693 121,063,610 127,540,099 

 ○ 公共 施 設 等総 合管 理 計 画の 策 定 及び 施 設 カル テ を 策定 し た 。（ H28） 

 ○ 電気 料 金 の削 減を 図 る ため ， 市 役所 本 庁 舎， 北 部 コミ ュ ニ ティ セ ン タ

ー ，ク リ ー ンセ ン ター ，福 祉 セン タ ー ，給 食 セ ンタ ー ，各小 学 校 ，各

中学 校 ，図 書館 ，社会 体 育 館 ，中 央 公園 ，水 道 事業 所 ，消防 庁 舎 ，北

分署 ，日 吉台 団 地 ポ ンプ 場 ，日吉 台 中 継 ポン プ 場 の高 圧 電 力に つ い て，

電力 供 給 社の 入 札 を行 っ た 。 （ H29）  

 

(５ )  新 たな財源の確保  

 ○ 広 報 紙 「 広 報 と み さ と 」 等 に 有 料 広 告 の 掲 載 募 集 を 引 き 続 き 行 っ た 。 

  H27  H28 H29 H30 

枠 数  47 枠  46 枠  48 枠  46 枠  

金 額  470,000 円  460,000 円  480,000 円 460,000 円 

 ○ 市 ホ ーム ペ ー ジに 有 料 広告 の 掲 載募 集 を 引き 続 き 行っ た 。  

 H27  H28 H29 H30 

枠 数  34 枠  30 枠  24 枠  38 枠  

金 額  340,000 円  300,000 円  240,000 円 380,000 円 

 ○ 市 民 課・ 日 吉 台出 張 所 の受 付 窓 口用 封 筒 につ い て ，広 告 掲載 し た 封 筒

を引 き 続 き製 作 し ，窓 口 封 筒印 刷 代 を削 減 し た。  

 H27  H28 H29  H30 

窓 口  

封 筒  

印 刷 部 数  27 ,500枚  31 ,000枚  31 ,000枚  32 ,000枚  

印 刷 代  111 ,375

円  

125 ,550

円  

125 ,550

円  

129 ,600

円  

  

 

 

 

 

(単 位 :円 )  
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○ 課 税 課 ，納 税 課 の受 付 窓 口用 封 筒 につ い て ，広 告 掲 載し た 封 筒を 引 き

続き 製 作 し， 窓 口 封筒 印 刷 代を 削 減 した 。  

 H27  H28 H29  H30 

窓 口  

封 筒  

印 刷 部 数  15 ,000枚  15 ,000枚  15 ,000枚  15 ,000枚  

印 刷 代  60 ,750円  60 ,750円  60 ,750円  60 ,750円  

○ ふ る さ と納 税 を ふる さ と 応援 基 金 に積 立 し た。  

 H27  H28 H29 H30 

積 立

金 額  

2,229,000

円  

1 ,835 ,285

円  

3,767,342

円 

6,010,993

円 

○ ふ る さ と納 税 の 御礼 品 を 拡充 し ， 利用 者 の 手続 き 緩 和に 向 け ，ク レ ジ

ット 払 い 導入 の 検 討を 行 っ た。 （ H27）  

 ○ ふ る さと 納 税 へ納 付 し やす い よ うに ， 平 成 28年 9月 1日 か らホ ー ム ペ

ージ に ク レジ ッ ト 納付 の サ イト へ 繋 がる 仕 組 みを 構 築 した 。 また ， 御

礼品 拡 充 の検 討 を 行っ た 。 （ H28）  

 ○ ふ る さと 納 税 の御 礼 品 を 26品 目 拡充 し た 。（ H29）  

  ○ ふ る さと 納 税 の御 礼 品 を 38品 目 に拡 充 し た。 （ H30）  

 ○ 図 書 館の 雑 誌 資料 提 供 の場 を 広 告媒 体 と する「 富 里市 立 図 書館 雑 誌 ス

ポン サ ー 制度 実 施 要領 」 を 策定 し た 。（ H28）  

 ○ 富 里 市立 図 書 館雑 誌 ス ポン サ ー 制度 に 関 して 、図 書館 ホ ー ムペ ー ジ 並

びに 広 報 とみ さ と 及び 民 間 情報 誌 へ の掲 載 に 加え ，公 共施 設 に ポス タ

ーを 掲 示 し募 集 を 行っ た 。 （ H29）  

 H29  H30 

ス ポ ン サ ー 企 業  3社  3社  

広 告 料  78 ,000円  47 ,000円  

 ○ 富 里 バス タ ー ミナ ル 駐 車場 に つ いて 指 定 管理 者 制 度を 導 入 し ，有料 化

を 実 施 す る 中 で ， 市 か ら の 財 政 負 担 が な い 形 で の 民 間 委 託 を 導 入 し ，

さら に 指 定管 理 者 から 市 へ の納 付 金 （最 低 保証 額 ）を 公募 の 仕 様で 定

め事 業 者 を公 募 し た。 （ H29）  

○ 平 成 ３ ０年 ６ 月 から 富 里 バス タ ー ミナ ル 駐 車場 に つ いて ， 指定 管 理 制

度を 導 入 し， 納 付 金と し て 収入 が あ り， 新 た な市 の 財 源確 保 に 資す る

事業 と な った 。  

 H30 

納 付 金  916 ,165円  

○ 区 長 会 の会 議 に おい て ， 回覧 板 の 作成 に つ いて 協 議 の 上 ， 企 業広 告 に

よ り 回 覧 板 を 作 成 し ， ７ ３ ９ ， ５ ０ ０ 円 （ 概 算 ） の 削 減 に つ な げ た 。

（Ｈ 30）  
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○ 市 の 施 設を ロ ケ ーシ ョ ン 撮影 活 動 に活 用 で きる よ う 条例 を 改 正 し ， 市

内へ の 経 済効 果 の 波及 や 富 里市 の 知 名度 向 上 ，更 に は 使用 料 等 の歳 入

増を 図 る ため の 取 組を 行 っ た。 併 せ て自 主 財 源の 確 保 を図 り 施 設整 備

を着 実 に 進め る た め， 旧 岩 崎家 末 廣 別邸 関 係 基金 条 例 の制 定 を 行っ た 。 

（ Ｈ ３ ０ ）  

 

 

第４章  行財政の効率的運営  

 

(１ )  計 画的な財政運営および財政の健全化  

 ○ 健 全 化 判 断 比 率等 の 公 開  

 H27  H28  H29 H30  

財 政 力 指 数  0 .77  0 .78  0 .79  0 .80  

経 常 収 支 比率  91 .3％  92 .4％  97 .2％  95 .2％  

将 来 負 担 比率  62 .1％  65 .4％  66 .5％  52 .2％  

実質公債費比率 3 .7％  4 .5％  6 .0％  6 .9％  

 ○ 経 常 収支 比 率 の改 善  

・実 施 計画 シ ー トを 事務 事 業 評価 シ ー トと 兼 ね る様 式 と した 。（ H27） 

・ 第 三 次実 施 計 画 にお け る 各事 務 事 業の 評 価 を実 施 す ると と も に、 評

価結 果 か ら実 施 内 容の 改 善 に向 け た 検討 を 行 った 。 ま た、 財 政担 当

課に お い ては ， 来 年度 予 算 編成 に 当 たり ， 経常 経 費 を 含め 全 て の事

業を 対 象 に一 件 査 定を 行 う とと も に ，財 源 確 保の 検 討 を行 っ た 。

（ H28）  

・ 引 き 続 き 一 般財 源の 中 心 とな る 市 税確 保 と 経常 的 事 業の 見 直 しを 含  

め た ， 経 費削 減 に 努め た 。  

 ○ 新 地 方公 会 計 の整 備  

  ・ 新 公 会 計制 度研 修 へ の参 加 と シス テ ム 仕様 等 の 調査 研 究 を実 施 し た。

（ H27）  

・ 総 務 省 標準 シ ス テム 専 用 機の 導 入 （ス タ ン ドア ロ ン 端末 １ 台 ）及 び

固定 資 産 台帳 の 整 備を 実 施 した 。 （ H28）  

・ 財 務 ４ 表（ 一 般 ，全 体 ，連 結 の 各 会計 ） と 分析 結 果 の公 表 を 実施 し

た。 （ H29）  
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(２ )  財 政支援団体等への行政関与の見直し  

 ○ 補 助 金 の 見 直 し  

・ 補 助 金見 直 し 方 針に 基 づ き， パ ブ リッ ク コ メン ト 手 法を 応 用 した 見

直し を 実 施し た 。 （ H30）  

 

見 直 し 時 期  H27 H30 

補 助 内 容 の見 直 し  0件  （ 縮 小 ） 6件  

廃 止  4件  6件  

休 止  ―  1件  

終 期 の 設 定  0件  ―  

 ○ 財 政 援助 団 体 への 行 政 関与 の 見 直し  

・ 団 体 の 規模 ， 事 業の 目 的 や性 質 な ど 多 岐 に わた っ て おり ， 団 体に 対

する 画 一 的な 関 与 に関 す る 指針 を 策 定す る の は難 し く ，方 針の 策 定 に

は至 ら な かっ た が ，引 き 続 き調 査 ・ 検討 を 行 う。  

 

(３ )  民 間活力の活用  

 ○ 民 間 委 託 等 の 推進  

・ 社 会 体育 施 設 の 受付 業 務 につ い て は， 市 シル バ ー 人 材セ ン タ ーに 委

託を 行 っ てい る が ，今 後 も施 設 管 理 を含 め た 委託 及 び 指定 管 理 者制

度等 の 導 入に つ い て検 討 を 行う 。 （ H28～ ）  

・ 農 林 業セ ン タ ー の施 設 管 理と 清 掃 業務 に つ いて は ， 市シ ル バ ー人 材

セン タ ー に委 託 を 行っ て い るが ， 今 後も 施 設 管理 を 含 めた 委 託 につ

いて 検 討 を行 う 。  

・順 天 堂 大学 の 持 つ 知的 財 産 や人 材 ，学 生の 力 と いっ た 資 源を 活 用 し，

大学 ・ 市 民・ 行 政 が連 携 し た魅 力 あ るま ち づ くり を 進 める た め ，同

大学 と 包 括連 携 協 定を 締 結 した 。 ま た， 次 年度 か ら 協 定に 基 づ く連

携事 業 を 実施 し た 。 （ H28～ ）  

 H29  H30 

連 携 事 業  9件  9件  

・ 富 里 バ スタ ー ミ ナル 駐 車 場に つ い て， 平 成 30年 6月 1日 か ら 指 定管

理者 制 度 を導 入 し ，有 料 化が 実 現 す るほ か ，指 定 管 理 者側 か ら 一定

の納 付 金 （最 低 保 証額 ） を 市に 納 め るこ と で ，市 の 財 源確 保 に 資す

る取 り 組 みと し た 。（ H29）  
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・ 指 定 管理 者 制 度 を導 入 し たこ と に より ， これ ま で 市 が行 っ て いた 駐

車場 の 管 理運 営 全 般を 民 間 に委 ね ， 人・ 費 用面 で の 負 担が 軽 減 され

た。 （ Ｈ ３０ ）  

 ○ 指 定 管理 者 制 度の 適 正 運用  

・ 市 民 活 動サ ポ ー トセ ン タ ーに つ い て， 人 材 の組 織 化 と指 定 管 理者 制

度の 導 入 を検 討 し た。 （ H27～ ）  

・ 市 こ ど も館 に つ いて 指 定 管理 者 制 度の 適 用 を決 定 し ，候 補 者 選定 委

員会 を 開 催し た 。 また ， プ ロポ ー ザ ルに よ り 指定 管 理 者を 決 定 し，

平成 ２ ９ 年４ 月 １ 日か ら ３ 年間 の 協 定書 を 締 結し た 。 （ H28）  

・ 農 林 業 セン タ ー の利 用 状 況， ニ ー ズ等 を 踏 まえ ， 指 定管 理 者 制度 の

適用 に つ いて 検 討 を行 っ た 。（ H28～ ）  

・ 平 成 ３ ０年 ６ 月 から 富 里 バス タ ー ミナ ル 駐 車場 に つ いて ， 指 定管 理

者制 度 を 採用 し ， 民間 に よ る管 理 運 営を 実 施 した 。  

 

(４ )  公 共事業の適正化  

 ○ 入 札 制 度 の 見 直し  

・ ち ば 電 子調 達 シ ステ ム に 参加 し ， 電子 入 札 を実 施 し た。 す べ ての 業

種の 入 札 を電 子 入 札と し ， 一般 競 争 入札 を 促 進し た 。 実施 割 合 （一

般競 争 入 札が 約 ３ ０％ ， 指 名競 争 入 札が 約 ７ ０％ ） （ H27）  

・ 電 子 入 札と し た 入札 の 全 ての 業 種 を一 般 競 争入 札 で 実施 し た 。  

（ H28～ ）  

 ○ 公 共 工事 の コ スト 縮 減  

・ 関 係 各課 等 と 連 携し ， 公共 桝 設 置 工事 に お いて 施 工 箇所 を 合 わせ て

行い 舗 装 復旧 費 用 を引 き 続 き縮 減 し た。  

 H27  H28  H29 H30 

下 水 道 課

削 減 額  

約 37 ㎡  

129 ,000 円  

約 19.8 ㎡  

181 ,000 円  

約 9 .3 ㎡  

90 ,000 円  

約 15 .9 ㎡  

144 ,000 円  

・ 建 設 発 生土 の 工 事間 流 用 によ り ， 運搬 費 ・ 処分 費 を 引き 続 き 削減 し

た。  

 H27  H28  H29 H30 

建 設 課  

削 減 額  

約 290,000
円 

約 740,000
円  

約 17,430,000
円  

約 2,730,000
円  

都 市 計 画 課  

削 減 額  
― 

1,230,000 円 
（都市整備課） 

1,870,000 円 1,070,000 円 
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第5章  組織と人事管理  

 

(１ )  組 織・機構の見直し  

 ○ 幼 保 一 元 化 に より 移 管 され る 業 務に 伴 い 新た な 組 織（ 子 ども 課 ）設 置

を検 討 し た。 （ H27）  

○ 商工観光課の新設・防災課の必要性等について検討した。（H27）  

○ 子 育 て 支援 課 及 び子 ど も 課に お け る班 編 成 と認 定 こ ども 園 化 に伴 う

組織 変 更 及び 高 齢 者福 祉 課 ，消 防 総 務課 に お ける 班 編 成の 見 直 しを 検

討し た 。（H28）  

○ 引 き 続 き， 防 災 課の 設 置 につ い て 検討 を 行 った 。 （H28）  

○ 防 災 課 の設 置 に つい て 検 討し ， 市 民活 動 推 進課 内 に 防災 室 を 設置 。 ま

た， 都 市 計画 課 と 都市 整 備 課を 統 合 し都 市 計 画課 の 班 編成 を 見 直し た 。 

（ H29）  

  ○ 市 民活 動 推 進課 内 防 災室 を 独 立し ，防災 課 を 新 設。子 育て 支 援 事 業の  

効 率 化 に 伴い ， 子 育て 支 援 課と 子 ど も課 を 統 合し 子 育 て支 援 課 の班 編  

成 見 直 し を実 施 。 下水 道 事 業の 公 営 企業 会 計 導入 に 伴 い， 下 水 道課 と  

水 道 課 を 統合 し 上 下水 道 課 に再 編 を 行っ た 。 また ， 固 定資 産 評 価審 査  

委 員 会 （ 事務 局 ） の所 管 課 移管 に つ いて 検 討 を行 っ た 。 （ Ｈ 30）  

 

(２ )  定 員管理の適正化  

 H27  H28 H29 H30 

職員数 
(4/1現在) 

450人 451人 451人 451人 

普通会計人口 
１万人当たりの職員数 

(類団平均) 

81.85人 

(93.47人) 

82.49人 

(98.63人) 

81.79人 

(81.84人) 

82.18人 

(82.18人) 

一般行政人口 
１万人当たりの職員数 

(類団平均) 

52.23人 

(72.05人) 

53.66人 

(75.67人) 

54.86人 

(60.64人) 

54.72人 

(60.98人) 

 

(３ )  給 与の適正化  

 ○ 平 成 ２ ８ 年 ４ 月１ 日 施 行の 改 正 地方 公 務 員法 に 基 づき ，能 力 評 価に 加

え て 新 た に 業 績 評 価 を 実 施 す る た め の 制 度 を 整 備 し ， 試 行 を 行 っ た 。

（ H27）  

○ 改 正 地 方公 務 員 法に 基 づ く人 事 評 価を 実 施 し， 結 果 を勤 勉 手 当に 反 映

した 。 （H28）  

○ 地 方 公 務員 法 に 基づ く 人 事評 価 を 実施 し ，結 果 を 勤 勉手 当 に 反映 し た。 

 （ H29）  
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○ 地 方 公 務員 法 に 基づ く 人 事評 価 を 実施 し ，結 果 を 勤 勉手 当 及 び昇 給 に

反映 し た 。（ H30）  

○ 人 事 院 勧告 に 基 づく 給 与 制度 の 総 合見 直 し の実 施 に より 給 料 表の 引

下げ 等 を 実施 し ， 給与 適 正 化の 観 点 から 初 任 給基 準 の 見直 し を 行っ た 。

また ， 勤 務の 振 替 ・代 休 処 理の 活 用 ，必 要 最 小限 の 時 間外 勤 務 命令 と

なる よ う 管理 職 に よる 事 前 命令 ・ 事 後確 認 を 徹底 し ， 時間 外 勤 務手 当

の削 減 に 努め た 。 （ H27）  

○ 将 来 的 に見 込 ま れる 本 市 の財 政 課 題に 備 え るた め ， 全職 員 の 昇給 を 1

号 給 抑 制 し， 引 き 続き 勤 務 の振 替 ・ 代休 処 理 の活 用 等 によ り ， 必要 最

小限 の 時 間外 勤 務 命令 と な るよ う 時 間外 勤 務 手当 の 削 減に 努 め た。 ま

た， 千 葉 県人 事 委 員会 勧 告 に基 づ き 子に 係 る 扶養 手 当 の見 直 し を行 っ

た。 （H28）  

○ 人 事 院 や千 葉 県 人事 委 員 会勧 告 に 基づ き ，給 与 改 定 を実 施 す ると と も

に， 公 務 能率 の 向 上に 資 す るた め ， 前年 度 の 人事 評 価 の結 果 に 基づ く

昇給 を 行 える よ う ７月 昇 給 に変 更 し ，そ の 体 制を 整 備 した 。  

 （ H29）  

○ 本 市 の 財政 課 題 に対 応 す るた め ， 職員 の 給 与 （ ▲ 0.5％ ） ， 管 理職 手

当▲ 10％ ），３ 役 の給 料 と 期末 手 当 に対 し て 減額 措 置 を実 施 し た。ま

た， 人 事 院や 千 葉 県人 事 委 員会 勧 告 に基 づ き ，給 与 改 定の 実 施 を行 っ

た。 （ H30）  

 

(４ )  人 材育成と職員の意識改革  

 ○ 研 修 の 充 実  

・ 研 修 先  

庁 内 研 修 ， 千 葉 県 自 治 研 修 セ ン タ ー ， 印 旛 広 域 市 町 村 圏 事 務 組 合 ， 

市 町 村 ア カデ ミ ー ，自 治 大 学校 ， そ の他  

 H27  H28  H29 H30  

の べ 研 修 参加 者  439人  407人  459人  433人  

 ○ 新規 採 用 職員 に課 題 を 提示 し ， 調査 研 究 のう え 成 果の 発 表 を行 っ た 。

（H27～28）  

 ○ 新 規 採 用 職 員 に課 題 を 提示 し ， 調査 研 究 を行 っ た 。（ H29）  
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(５ )  危 機管理体制の充実  

 ○ 自 主 防 災 活 動 の推 進  

・ （ 一 財） 自 治 総 合セ ン タ ーが 実 施 する 「 コ ミュ ニ テ ィ助 成 事 業（ 自

主防 災 組 織育 成 事 業） 」 の 申請 を 引 き続 き 行 った 。  

 H27  H28  H29 H30  

申 請 数  4件  ―  3件  １ 件  

助 成 決 定 数 /申 請 数  ―  1/4件  0/3件  0/1件  

  ・ 南 小 学 校 区 防災 連 合 会が 設 立 され た 。 （ H29）  

  ・ 日 吉 台 小 学 校 区 防 災 連 合 会 ， 富 里 第 一 小 学 校 区 ま ち づ く り 協 議 会 ，

南 小 学 校 区 防 災 連 合 会 が 自 主 防 災 組 織 支 援 事 業 補 助 金 を 活 用 し た 。 

   （ H29）  

  ・ 自 主 防 災 組 織支 援 事 業補 助 金 を活 用 し て， 地 域 の防 災 訓 練 の 支 援 を

行っ た 。 （ H30）  

○ 危 機 管 理体 制 の 構築  

・ 各 課 の災 害 時 配 備体 制 の 確認 や 新 規採 用 職 員研 修 に おい て ，富 里 市

の防 災 体 制に つ い ての 講 義 を引 き 続 き実 施 し た。  

・ 職 員 参 集訓 練 を 実施 し た 。（ H27）  

・ 災 害 対 策本 部 設 営訓 練 を 実施 し た 。 （H28）  

・業務継続計画（BCP）を策定した。（ H29）  

・防災・防犯メールによる職員参集訓練を実施した（ H29）  

・ 地 域 防 災計 画 の 修正 を 行 った 。  

（ H30）  

 


